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最近の免疫学のトピックの1つとして、M1・M2マクロファ－ジが挙げられる。しかし、私たちはマクロファ
－ジはM1・M2ではなく更に詳細なサブタイプに分かれると仮定して研究を行った。その結果、アレルギ－
に関わるサブタイプ (Satoh et al. Nat Immunol 2010)、またメタボリックシンドロ－ムに関与するサブタイ
プ (Satoh et al. Nature 2013)、線維症の発症に関わる新規サブタイプ（Satoh et al. Nature 2017）とそ
の細胞が誘導される際の非免疫系細胞についての研究(Fukushima*, Satoh* et al. Immunity 2020)を
報告してきた。これらの研究から、現在私たちは病気ごとの“疾患特異的マクロファ－ジ”が存在している

可能性を考えており、これらを標的とした創薬は、その疾患特異性の高さから、副作用の少ない創薬応用

につながることが期待される。
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疾患特異的マクロファージの多様性
Functional diversity of various disorder-specific macrophage
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